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71当院iこおける慢性C型肝 炎 [ン･7--~7二TH

ン治療L7)副作間についてL7)-検討
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(同 病理検査料)

1992年 1月から1994年2月まで当院でインターフェ

ロン治療を受けた肝疾患4竣例を対象とした.組織塾と有

効度の関係では CⅠH とAVH に著効と有効例が多い傾

向が認められた.扇鎚棒鋼のため7例が治療中止となった.

内訳は,間質性肺炎1例,甲状腺機能克進症 1例,白血

球減少2例,肺炎ま例,うつ状態 1例,ロ内炎と食思不

振 1例であった.間質性肺炎の症例は小栗胡歯を併用 し

ていた.

間質性肺炎と甲状腺機能先進症をおこした2例につい

て症例を示 した.

肝疾患におけるインタ-フェロソ療法を安全,確窯に

施行するため定期的な検査とその時期等のマニュアル化

が必要であると考えた.

8)吸着型血祭浄化を行 った メソ トレキサ- ド
(MTX)中毒の 1例
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(景議題産品蒜 夕州)

( 同 整形外科)

症例は17歳男性.平成:1年1(川 5Flに､左大腿骨遠位

骨肉腫と診断された.MTX 大農療法 (200m宮/kg)を

人工膝関節置換術を施行.術後,MTX大量療法 (200

m琵/kg)を壕コ-ス施行 したところ,4コ-ス田の治

療の後,MTX 汲率濃度が下がらず,WBC日 ,800,

llb:8.3gdl,r'1t.:3.5＼lO~t.GOT:353ⅠLT1.

Gr'T:6751LT1,LDH:978TU 1.TF)ニ5.8mgdl,

Ilr.'札 900,BLTN:52mgdl,りLー~′'キニン:7.6mg(ll

上 骨髄抑制土ともiこ,肝 ･腎不全を生した.MTX中

毒と診断 し ロイコポ リソレスキュ…下に MTX 吸着

をこよる鹿渡浄化方法を9回施行 した.MTX曲率濃度の

低下とともに,肝 ･腎機能が回復した.hlTX中毒甘予

測できず,突然重篤な副作用として発現することがある.

MTX 中毒に対しては,ロイコポリソ投与とと屯をこ吸着

塾血祭浄化は着用であると考えられた.
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9)蚤症肝炎に対する PGEl 製 剤 投 与の有用性

杉Lり 幹也･米倉
笠畏 橋 梁県立中央病院き

杉本~イ工二雄 ･高木健太郎 t 同 外科1

関谷 政雄 し 同 病理検査料)

対象 :劇症肝炎2例,急性jiU失敬症型2例.慢性肝炎

急性増悪2f姉ニIr,t二1製剤を投Ij･し下記t')結果を得た.

投与 万法は2例て PGfT.1500lLgdこ1172/1時に豚手続静注

注 し6El-1･IH11.

は417(1------.T3()lL了1LlLI.Jlニ軌)･▲11)LqlUI7ll,2656-･

492王u/i/7E3と遠やかな GPT の正常化を認めた,2)

凝固能低 ト'~)著明左3例では Htyr値1000,66005F],

Sヨoo,T800.1｢上 し1500---･800｡3L卜L_速やかた凝固能改

善を認めた.3)高度黄痘例2例では T-Bi且31.7-5｡1
mgdllご･lrl.12.9-二二1.7mgdll圧jJ-_速やかた減量を

認めた.4)肝性昏陵Ⅳ慶の劇症肝炎例では無効であっ

た.

弼 肝不全に対す る血療交換療法の検討

山口 征吾 8佐藤健比呂

姦岩雄表警 ○畠山 重秋 儲 県立桶 縄 ∋

高木健太郎 ･′上山 高富 ( 同 外科1

田的 :重症肝不全をこおける血療変換療法 (以下 PE)

の有用性について検討する.対象および方法 :L991年

以降に当院で PE を行った盈症肝不全13例について合

中11例が死しり転帰をと--､た.術後肝不全例や慢疾患,育

併症のコソトロ-ルが不良で予はじめの 1-2回の PE

で改善傾向のない症例では PE の有周性は得られなかっ

た.PE 後に【frLlI:.低下.尿敏滅′レ.意識 しべ,LLT)低下

頻脈をきたすことがあった.PE は補助療法であり予肝

再生を促す横榛的治療が必要である.

ll)当院における確定的 ライ症候群の血祭変換

療法の検討

佐藤 雅久･′ト柿 恵子

r/ ･-A:..1::･･: 十 ･:.･} ･

確窪的ライ症候群12例を血牽変換を中心に検討 し報告

した.対象は,1980年3FLい114年間iこ当fミ巨ご経験 し
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た確定的ライ症候群12例.男7軌 女5例.発症年齢は,

61JI月より6歳71)円,中央値2歳 5-吊~】.Stとlgt,I

で入院 した3例は保存的治療のみで2例は正常,I別は

てんか/Lと軽度知能障害を生した.StこlgeltL')3例乱

交換輸血の1例が死亡,血凍変換の2例は軽度から中等

度(I)知能障害を生し'た.Stagem LLf)6例は.保存的治

療の2例が死亡 し,交換輸血の1例と鹿渡変換の3例は

Ll例米卸窪精神運動発達遅滞を牛Ltた.Stagenl-進

行 したライ症候群は予後不旗でありき審症が疑われる場

斜二は,血祭交換や頭旺モニ 'I-.弓IJ合札 Stagen で

の横棒的な治療が必要と思われた.

12ト慢fJ用干疾患 における骨削嶺症と IIGF.そ

の他の成長困予 との関連をこついて
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(三魚総合病院内科)

[目約 ･方法]慢性肝疾患と骨粗餐症の関連を明らか

にするために､肝硬蜜.慢性肝炎.その他'T)疾患におい
管,D王㌘ 法及び胸腰椎Ⅹ線厚生省分燐により骨髄慶を

測定 した.また骨塩塵減少群と非減少群をこおいて骨代謝
上(]う関連が推測さ/11る HGF,上･:GF.lGト1.llrトⅠ.Lyr,
lT,2､各種肝機能を比較 した.r結軒11.I)lP法LL_胸腰

醒X線厚生省分類には有意の相関関係があった.2.肝

疾患(.T)矧隻が進むに-'→11骨塩巌も滅′レした.:i.肝硬督,

慢性肝炎において,骨塩盈減少群と非減少群をこ有意差の

認められるものはなかったが, 骨塩盈減少群で EGF

は増加,CT,E翌は減少 しており,骨代謝に影響を与え
ている可能性が考えられた.

1割 いわゆる 舶ヶ トソ体比野の基礎的検討

伊藤 悪1･
阿部 惇 柳 離 己予 (露深長墓露東病院)

高木健太郎 L rl,] 外科)

畠山 重鎮 ( 同 内科1

充分な食事摂取と酸素の存在下で,健康成人において

も AKBR が 1.0未満を示 した例が多く存在 した.二

の低値を示 した例は,採血困難例や大食家であった中こ

の事から摂取栄養量や不安因子が AKBR に影響を及

ぼすのではないかと検討 した.しかし,通常の食事では

閑適は認められなかった.初回採血時では諾回田採血時

ipこ比 LAKBRは低値を示した (p<0.日.症例iこおい

て KBCが高値を示すほど AKBR が低値を示した 毎<
0.0旺 肝細胞癌患者の治療や検査当日の施行前の採ぬ

時で安静時と比LAK漁 は低値を示しKBCは高値 は㈱

ILnlOll艮 卜)を示した Lp<0.0日.心臓)):;--:7~-JL時

をニケトソ体の前駆物質である NEFA の動きを検討 した

結果検査LJI一･-J'時に NEF̂ は全例で最高値を示した.

しかしNEFA,KBC,AKBRの相関は認められなかっ

た.以上ス トレスが AKBR を低下させる可能性が示

唆きれた.

1:い 肝疾′置｣二:畑 トる血清 ヒー′'IL11ン酸測定L7)意

義

波田野 徹 書市田 隆文 (新潟東学欝三内料)

ヒアルロン酸 くHA)は線維芽細胞より塵生され肝癌

洞内皮で分解される.類洞内皮の機能障害を反映 し上昇

するとぎれる.今回我々は,肝組織における HA 碍局

私 産盤チ肝額洞毛細血管化, レセプタ-について検討

するため,HA 結合蛋白と (αSMA ,uEA弓,CD舶)

に封する単タロ-ソ抗体を用いた免疫組織化学を施行 し

た.血中 HA 億は線維化とともに上昇 した.HA は門

した.CD44は全ての疾患に発現 し,レセプタ-障害は

示瞭されなかった功UEA11は慢性肝炎活動塾の一部と

肝硬変に発現し 肝叛洞毛細血管化の関与が示唆された.

慢性肝炎活動塾で転HA の上昇を認めたが uEA｣ の

発現はなく,額洞での HA と αSMA の発現は肝硬

変より明らかであった.ぬ滴 HA 値は伊東細胞の線維

産生も反映ずると考えた.

15)肝の組織学的変化を追跡 しえた Byler病の
1例

渡辺 微
小ti] 良彦

細 餅治郎

新田 宰寒

桜jlt宣男

佐藤 雅久 漕 最 戸 民 病 院)

く 同 消化器科)

( 同 小児外科)

国立精神神経セン
タ-神経研究所

肝の組織学的変化より Byler病弧発例と診断 した 1

例を報告 した.

症例は. 1才時iこ肝牌瞳 ･肝機能異常を指摘され そ

の後黄疫,皮膚薬療感,牌機能瓦進症,溶血性貧血が出

現 した.


